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メバチ 大西洋
（Bigeye tuna Thunnus obesus） 

管理・関係機関 

大西洋まぐろ類保存国際委員会（ICCAT） 

最近の動き 

2025 年 7 月に ICCAT 熱帯作業部会によって、最新の資源評
価が実施された。この結果、資源は乱獲状態ではなく、かつ過

剰漁獲でないと推定された。また、2025 年の総漁獲可能量
（TAC）である 7.3 万トンを維持した場合、2038 年に資源が乱
獲状態及び過剰漁獲でなくなる確率（Kobe plot のグリーンゾ

ーンになる確率）はおよそ 90％以上となる将来予測が示され
た。この結果を受け、2025 年の ICCAT 年次会合において、熱
帯まぐろに関する管理措置が議論されたものの、合意には至ら

ず、2026～2027 年の TAC を 7.3 万トン、主要漁業国への国別
割当、FAD 管理規則を含む現行の熱帯まぐろ管理措置が引き
続き適用されることとなった。なお、最近年（2024 年）の暫

定漁獲量は約 5.5 万トンである。 

利用・用途 

刺身・すし・缶詰等に利用されている。 

漁業の概要 

大西洋において、メバチは主にはえ縄、竿釣り、まき網によ
って漁獲されてきた（図 1 上）。主として成魚を漁獲するはえ
縄が漁獲の大部分を占めてきたが、大西洋は他の大洋と異なり、

従来からまき網や竿釣りによる漁獲が比較的多い。まき網が
FAD 操業を開始した 1991 年以降、小型魚漁獲が増加した。総
漁獲量も同様に増加し、1994 年には過去最高の約 13 万トン

に達したが、その後徐々に減少して、2005 年以降は約 6 万～
約 8 万トンで推移した（ICCAT 2025a）。2016～2019 年は約
7.3 万～約 7.9 万トンと、6.5 万トンの TAC（2016～2019 年）

を超過する高い漁獲が続いた。その後、2020 年及び 2021 年
にはそれぞれ約 5.8 万トン及び約 4.7 万トンと大きく減少し、
当該年の TAC（それぞれ 6.25 万トン及び 6.15 万トン）を下回

った。2024 年の暫定漁獲量は約 5.5 万トンであり、TAC(6.2 万
トン)を下回っている。 

2024 年のはえ縄漁獲量は総漁獲量の 64％を占めているが、

はえ縄の漁獲量が減少する中、2010 年以降、まき網の漁獲比

率が増加している。特にアフリカ大陸西岸沖ではまき網の漁獲

比率が高い（図 1 上、図 2）。漁獲されるメバチの平均体重は、
はえ縄で 45～60 kg、竿釣りで 20～30 kg、まき網で 3～4 kg
となっている。現在、大西洋における我が国の漁業ははえ縄の

みであり、まき網及び竿釣りはそれぞれ 1992 年及び 1984 年
に操業を停止している。 

大西洋における主要なはえ縄漁業国・地域は日本と台湾で

あり、近年 5 年は、全漁獲のおよそ 27～44％を占めている（図
1 下）。2001 年から 2015 年のはえ縄漁獲量は 4 万～5 万トン
程度で推移していたが、それ以降は減少傾向で、2021 年に落

ち込んだ後、回復の傾向を示した。2024 年の暫定漁獲量は約
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図 1. 大西洋におけるメバチの漁法別漁獲量（1950～2024 
年、上）及び国・地域別漁獲量（1950～2024 年、下） 
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3.5 万トンであった。1956 年に参入した日本のはえ縄は、当初
キハダとビンナガを漁獲対象としていたが、その後、急速冷凍
技術の導入により、1970 年代半ばから刺身材料としてのメバ

チの需要が高まり、本種が主要な漁獲対象になるとともに、は
え縄漁場は次第に大西洋東部に集中していった。大西洋への参
入以来、努力量は増加を続け、はえ縄の投鈎数は 1996 年には

ピークの 1.2 億鈎に達したが、その後減少し 2009 年に実施さ
れた国際減船で日本の努力量は 5,800 万鈎まで減少した。出漁
隻数も 1996 年を境に減少傾向に転じ、2015 年には 73 隻に減

少した。2016 年以降やや増加して 2020 年は 87 隻となった
が、依然として低水準であり、2022 年には 72 隻に再び減少し
た（図 3）。 

まき網は主にヨーロッパ連合（EU）、特にフランスとスペイ
ンのまき網が主体であり、近年規模を増加させているガーナの
まき網を含め、東部大西洋のギニア湾を中心に操業が行われて

いる（図 2）。1990 年代初頭には 71 隻が操業していた EU の
まき網船は、1998 年以来 40～45 隻に減少している。この EU
のまき網船は付き物（もしくは FAD）群れもしくは素群れに対

する操業の 2 タイプが存在するが、1991 年以降 FAD 操業が増
加しており、それに伴いメバチ漁獲量も増加した。近年では、
大西洋のメバチ漁獲量の 30～40％がまき網によるものである。

まき網による本種の漁獲は 1994 年の約 3.5 万トンをピークと
して、2007 年の約 1.3 万トンまで減少を続けた。その後、増
加に転じ、2016 年に約 3.0 万トンに達したものの、その後は

やや減少もしくは横ばいであり、2020 年以降は約 1.1～約 1.8
万トンと大きく減少した。これは、2009 年から 2011 年頃ま
で継続し、その後沈静化したインド洋ソマリア沖を中心とする

海賊行為（IOTC 2014）の影響によりインド洋を漁場としてい
た多くのはえ縄・まき網漁船が大西洋へ移動してきたことで、
漁獲努力量が増加したことによると思われる。また、2020 年

以降の減少はより広範囲における FAD 禁漁による可能性が考
えられる。 

竿釣りは主に、東部大西洋のガーナ、セネガル、アゾレス諸

島、マデイラ諸島、カナリア諸島で操業が行われている（図 2）。

メバチの漁獲サイズは、ガーナでは主に小型（およそ 40～60 

cm）、セネガルでは中型以下（およそ 40～80 cm）、残る 3
か所は小型から大型（およそ 40～120 cm）が主体である。一
方、西部大西洋ではブラジルが主要な竿釣り漁業国であるが、

カツオのみを狙っており、メバチの漁獲はほとんどない。竿釣
りの漁獲量は最近 10 年では約 0.5 万～約 0.8 万トンの間で変
動し、2023 年の漁獲量は約 0.5 万トンであった（図 1 下）。 

生物学的特性 

大西洋においてメバチは、北緯 55 度から南緯 40 度にかけ
てのほぼ全域に広く分布している（図 4）。本種は他のマグロ
類よりも生息深度が深いことが知られているが、大西洋におい

てもポップアップタグ調査の結果から、夜間は 200 m 以浅の
表層付近に分布し、昼間は水温躍層かそれ以深に移動する日周
行動を行うことが明らかになっている（Matsumoto et al. 2004、

Lam et al. 2014）。 

図 4. 大西洋におけるメバチの分布 

図 3. 大西洋における日本のはえ縄船の出漁隻数の推
移（1995～2022 年、水産資源研究所資料） 

図 2. 主要なまぐろ漁業による大西洋におけるメバチの漁獲
分布（2010～2019 年）（ICCAT 2021） 
青：はえ縄、赤：竿釣り、黄：まき網、灰：その他。 
凡例の丸は上から 3 万トン、6 万トン。 
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メバチの卵は分離浮性卵で油球が 1 個あり、受精卵の卵径は

0.8～1.2 mm である。産卵は稚魚の分布から、熱帯・亜熱帯域
の水温 24℃以上のほとんどの水域でほぼ周年行われていると
考えられているが、大西洋における産卵や稚魚の分布に関する

情報は少ない。他水域の情報から大西洋においても本種は多回
産卵型の産卵を行い、産卵期にはほぼ毎日産卵し、産卵は夜間
に行われると推察される（Matsumoto and Miyabe 2002）。最

小成熟サイズは 90～100 cm、14～20 kg（およそ 3 歳）と考
えられ、4 歳（およそ 130 cm）を超えるとほぼすべてが成熟
する。 

大西洋における本種の成長については、標識放流データ
（Cayré and Diouf 1984）、脊椎骨（Alves et al. 1998）、耳石
日周輪の読み取り（Hallier et al. 2005）、標識放流データと耳

石日周輪の読み取り（Waterhouse et al.2022）により成長式が
推定されている（表 1、図 5）。なお、2025 年の資源評価には
Hallier et al.（2005）の成長式（Richards モデル）が用いられ

ている。 
本種の寿命について、耳石輪紋の解析により 17 歳とする研

究例が報告されている（Andrews et al. 2020）。 

大西洋における体長体重の関係式は Parks et al.（1982）のも
のが資源解析に用いられている。この式から求められる各尾叉
長における体重を表 2 に示した。なお、体重実測値の最大値は

200 kg である。漁業から得られた知見から、主にギニア湾を
中心とした熱帯で生まれた稚魚は海流に乗りながら、もしくは
遊泳しながら移動し、多くは熱帯や亜熱帯に留まるものの、一

部は温帯域へ索餌回遊を行い、成熟に達したら産卵に適した水
温の高い水域に戻るのではないかと想定されている。しかし、
熱帯域にも広く小型から大型の個体が常時分布しており、特定

の索餌域や産卵域が本種にあるかは不明である。メバチの小型
魚は流れ物周辺においてキハダやカツオの小型魚と群れを形
成するが、成長するとそのような傾向は見られなくなる。また、

他水域のメバチ同様に適水温はキハダよりやや低く、従って分
布も南北方向及び鉛直方向にキハダよりやや広い。 

本種の性比に関して、年齢が増すに従って雄の比率が高くな

ることが知られている。はえ縄漁獲物の性比比較では 100 cm
未満、160 cm 以上のいずれのサイズにおいても雄の比率が高
く（Miyabe 2003）、また 70～200 cm の体長範囲を比較した

まき網漁獲物の観察においても雄が卓越している（Roberto et 
al. 2003）。 

本種の胃中には魚類や甲殻類、頭足類等幅広い生物が見られ、
餌に対して特別な選択性はないようである。しかし、他のマグ
ロ類に比べてハダカイワシ類やムネエソ等の中深層性魚類が

多い。 
稚仔魚期には、魚類に限らず多くの捕食者がいるものと思わ

れるが、あまり情報は得られていない。遊泳力が付いた後も、

マグロ類を含む魚食性の大型浮魚類による被食があるが、50 
cm 以上に成長すると、捕食者は大型のカジキ類、サメ類、歯
鯨類等に限られるものと思われる。 

現在、大西洋のメバチに複数の系群の存在は知られていない
が、インド洋－太平洋のメバチとは遺伝的な差異が報告されて
いる（Chow et al. 2000）。ミトコンドリア調節領域を用いた

解析では、インド洋から大西洋への遺伝子流動が生じた可能性
が指摘されている（Martinez et al. 2006）。 

資源状態 

本種に関する最新の資源評価は 2025 年に ICCAT の熱帯作

業部会が実施した。ベイズ型余剰生産モデル（Just Another 
Bayesian Biomass Assessment：JABBA）、連続時間における確
率的余剰生産モデル(Stochastic surplus production model in 

continuous time：SPiCT)、統合モデル（Stock Synthesis 3：SS3）
を用いて行われ、SS3 の結果が管理勧告に用いられた（ICCAT 
2025b）。SS3 は 1950～2023 年を対象とし、1 つの海域、性

表 1. 年齢－尾叉長の関係 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
* 10+の体長 

Cayré and Diouf (1984) Hallier et al . (2005)

1 57.6 57.6
2 81.9 85.2
3 103.6 110.0
4 122.9 130.1
5 140.2 145.1
6 155.7 155.9
7 169.5 163.4
8 181.9 168.5
9 192.9 172.0
10 202.8 175.6*
11 211.6
12 219.4

尾叉長（cm）
年齢

尾叉長（cm） 体重（kg）
20 0.2
30 0.6
40 1.4
50 2.7
60 4.7
70 7.5
80 11.1
90 15.8

100 21.6
120 37.2
140 58.8
160 87.5
180 124.3
200 170.0

表 2. 尾叉長－体重関係（Parks et al. 1982） 
 

図 5. 資源評価で用いられたメバチの成長曲線 
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別を集約した構造、4 つの季節区分、22 船団を仮定し、初期資

源量（1950 年）から資源が利用されるように設定した。 
CPUE は、はえ縄国が合同で解析した統合 CPUE を軸に、エ

コーサウンダー（魚探が付いていてその情報を無線で送信し、

離れた場所から蝟集魚群量をモニターできるブイ）の CPUE、
まき網 CPUE 及び、カナリア諸島の竿釣り PUE の使用が検討
され、統合 CPUE とエコーサウンダーCPUE が資源評価に使用

されることとなった（図 6）。統合 CPUE の解析には、日本、
ブラジル、韓国、中国、台湾、米国、ポルトガル及びウルグア

イが、操業ごとのデータを提供し、日本の科学者が解析を行っ

た（Matsumoto et al. 2025）。エコーサウンダーCPUE は小型
魚の資源量指数である。標準化されたはえ縄統合 CPUE は 1980
年代後半から 2010 年代初頭までほぼ一貫した減少傾向が認め

られていたが、その後は減少が止まり低位で増減し、2020 年
以降増加の傾向を示した（図 6 上）。エコーサウンダーの標
準化 CPUE は 2010～2013 年にかけて低下、その後 2016 年初

頭まで微増もしくは横ばい、2021 年以降大きな季節変動を示
した（図 6 下）。 

図 8. 18 シナリオの SS3 から推定された資源状態の推移 
青丸は 2023 年の状態を示し、灰色で塗りつぶされた範囲はその 95％信頼区間を示す。黒丸を結ぶ線は、状態の
年変動（1950～2023 年）を示す。 
縦軸は漁獲圧、横軸は資源量で現状／持続可能な値の比で示す。 
神戸プロットの上側と右側に、それぞれ横軸、縦軸についての頻度分布図を示す（1950～2019 年、ICCAT 2025b）。 

図 6. 資源評価モデルに用いた標準化 CPUE 
白抜きの丸とエラーバーは標準化 CPUE とその誤差を示し、青
線は資源評価モデルが推定した値を示す。 
上：はえ縄統合 CPUE（1959～2023 年） 
下：FAD 漁業に用いるエコーサウンダーのデータを利用した小
型魚の資源量指数（2010 年第 1 四半期～2023 年第 4 四半期） 
（ICCAT 2025b） 
 

図 7. 18 種類の SS3 から推定された SSB/SSBMSY（上）と
F/FMSY（下）の推移（1950～2023 年、ICCAT 2025b） 
線の種類はモデルの結果に対する重み付けの違いを示す。 
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モデルの構築はデータ準備会合の勧告を反映して 2021 年の
資源評価のリファレンスケースから段階を踏んで行われた。暫
定リファレンスケースを確定するため、作業部会は追加の感度

分析を要請した。すべての感度分析結果を検討した結果、作業
部会は予備的なリファレンスケースを大西洋メバチ資源評価
の最終的なリファレンスケースとして採用し、二つの巻き網

CPUEを不確実性の軸として不確実性グリッドの一部に組み込
むことに合意した。さらに、データ準備会合での提案に基づき、
不確実性グリッドの構成要素について議論した。自然死亡率

（M）については 25 パーセンタイル、中央値（50 パーセンタ
イル）、75 パーセンタイル（4～10 歳以上の平均 M はそれぞ
れ 0.26、0.32、0.39）を選択し、M 推定値の対数正規分布に基

づいて重み付け（0.37、0.38、0.25）を行うことで、18 の不確
実性グリッドモデルを維持することが合意された。 

親魚資源量は 1960 年代以降継続的に減少し、1990 年代後

半頃には中央値が最大持続生産量（MSY）付近になり、2020 年
以降は増加傾向を示した（図 7 上）。漁獲死亡率は 1990 年代
半ばまで増加傾向を示し、2019 年までは変動を伴い、中央値

は MSY レベル付近を横ばいで推移し、その後 MSY レベルを下
回った（図 7 下）。2023 年の資源状態は、MSY：8.0 万～11.4
万トン（中央値 8.6 万トン）、MSY を実現する漁獲死亡係数

（F）と産卵親魚量（SSB）に対する比は各々F/ FMSY：0.36～0.98
（中央値 0.59）、SSB/SSBMSY：0.81～1.85（中央値 1.23）と推
定され、資源は乱獲状態ではなく、過剰漁獲も起きていない（図

8）。 
将来予測は漁獲量一定のシナリオで 18 種類の SS3 の結果を

統合し、表 3 に示すように、2025 年の総漁獲可能量（TAC）

（7.3 万トン）を維持した場合、2038 年に資源が乱獲状態及び
過剰漁獲でなくなる確率（Kobe plot のグリーンゾーンになる
確率）は 90％以上であることが示された。 

管理方策 

2025 年の資源評価を受け、2025 年 11 月の ICCAT 年次会合

にて熱帯まぐろに関する管理措置が議論されたものの、合意に
は至らず、2026～2027 年の TAC は、現行措置である 7.3 万ト
ンが引き続き適用されることとなった。日本の漁獲枠について

も13,865.86トンが引き続き適用となる。また、まき網等の FAD
操業についても、2026～2027 年の条約区域全体での FAD 禁
漁を、現行の 45 日間の措置を引き続き適用することとし、一

隻あたりの FAD 数の上限については、2025 年の 300 基から
2026～2027 年は 288 基まで削減する措置が適用される。 

執筆者 

かつお・まぐろユニット 

熱帯まぐろサブユニット 
水産資源研究所 水産資源研究センター  
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メバチ（大西洋）の資源の現況（要約表） 

世界の漁獲量 
（最近 5 年間） 

4.7 万～6.3 万トン 
最近（2024）年：5.5 万トン 
平均：5.6 万トン（2020～2024 年） 

我が国の漁獲量 
（最近 5 年間） 

0.9 万～1.4 万トン 
最近（2024）年：1.4 万トン 
平均：1.1 万トン（2020～2024 年） 

資源評価の方法 統合モデル（SS3）による解析 

資源の状態 
（資源評価結果） 

F/FMSY = 0.36～0.98（中央値 0.59） 
SSB/SSBMSY = 0.81～1.85（中央値 1.23） 
2023 年の資源状態は、過剰漁獲ではなく、乱獲状態でもない 

管理目標 MSY：8.0 万～11.4 万トン（中央値 8.6 万トン） 

管理措置 

〇TAC 
2026～2027 年：7.3 万トン（日本：約 1.39 万トン） 
 
○FAD 操業の禁漁期 
条約区域全体で 45 日間（2026～2027 年） 
 
〇FAD 数制限 
1 隻あたり 288 基まで（2026～2027 年） 

管理機関・関係機関 ICCAT 

最近の資源評価年 2025 年 

次回の資源評価年 未定 
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